
 奈良県立添上高等学校 学校運営協議会の設置について（案） 

 

１ 設置する学校 

   奈良県立添上高等学校 

                                            

２ 設置日 

   令和４年６月１日 

 

３ 設置する理由 

奈良県立添上高等学校グランドデザインに示す『礼節を重んじ人間性豊かな諦めない生

徒・自ら考え仲間と協働できる自信と誇りをもつ生徒・目標達成のために努力を怠らない

生徒』を育てるために、保護者や地域住民等が学校の運営に参画することを通じて、教職

員とともに地域と共にある学校づくりを進めることを目的とする。 

 

４ 学校運営協議会会則案（別紙） 

 

５ 委員を委嘱、任命する者（予定） 

・保護者  １名 

・地域住民 ３名 

・学校の運営に資する活動を行う者 １名  

・対象学校の校長 １名 

・学識経験者 ２名 

・関係行政機関の職員 １名 

以上 ９名 

 



奈良県立添上高等学校 学校運営協議会会則（案）

（趣旨）

第１条 この会則は、奈良県立学校学校運営協議会取扱要項第12条の規定に基づき、奈良県立

添上高等学校学校運営協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し、必要な事項を定めるも

のとする。

（目的）

第２条 協議会は、奈良県立添上高等学校（以下「学校」という。）グランドデザインに示す『礼節を

重んじ人間性豊かな諦めない生徒・自ら考え仲間と協働できる自信と誇りをもつ生徒・目標達成

のために努力を怠らない生徒』を育てるために、保護者や地域住民等が学校の運営に参画する

ことを通じて、教職員とともに地域と共にある学校づくりを進めることを目的として設置する。

（基本的な方針の承認）

第３条 協議会は、第2条の目的を達成するために、次の各号に掲げる事項について承認を行うも

のとする。

（１） 学校の教育課程の編成に関すること

（２） 学校の経営計画に関すること

（３） 学校の組織編成に関すること

（４） 学校の予算執行に関すること

（５） その他、校長が必要と認める事項

（意見の申し出）

第4条 協議会は、本校の運営に関する事項について、教育委員会に意見を述べることができる。

（組織）

第５条 奈良県立添上高等学校長（以下「校長」という。）は、以下に掲げる者のうちから適任であ

ると認める者を教育委員会に十人以内で推薦する。ただし、第1号から第3号に掲げる者につい

ては、必ず推薦を行う者に含めなければならない。

（１） 保護者

（２） 地域住民

（３） 学校の運営に資する活動を行う者

（４） 対象学校の校長

（５） 対象学校の教職員

（６） 学識経験者

（７） 関係行政機関の職員

（８） その他、教育委員会が適当と認める者

２ 委員の任期は1年以内とし、再任を妨げない。ただし、当該委員が欠けた場合における補欠委

員の任期については、前任者の残任期間とする。



（会長及び副会長）

第６条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。

（会議）

第7条 協議会の会議は、会長が招集する。

（部会の設置）

第８条 協議会における議論を深めることを目的として、部会を置くことができる。

（会議の公開）

第9条 協議会の会議は、特別の事情により協議会が必要と認めた場合を除き、公開する。

（委員以外の出席）

第10条 校長は、必要があると認めるときは、協議会に関係者の出席を求め、意見を聞くことがで

きる。

（生徒の意見反映）

第11条 協議会は、定期的に生徒の意見を把握する機会を設け、その意見を学校の運営に反映さ

せるように努める。

（守秘義務等）

第12条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。

（学校運営に関する評価）

第13条 協議会は、毎年一回以上、本校の運営状況等について評価を行うものとする。

（学校運営に関する情報提供）

第14条 協議会は、本校の運営及び当該運営への必要な支援に関する協議の結果に関する情報

を積極的に提供するように努めなければならない。

（庶務）

第15条 協議会の事務局は学校に設置し、協議会の開催や資料作成を行う。

（その他）

第16条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項については、その都度協議す

る。

附 則

この規則は、令和４年６月1日から施行する。



 奈良県立二階堂養護学校 学校運営協議会の設置について（案） 

 

１ 設置する学校 

   奈良県立二階堂養護学校 

                                            

２ 設置日 

   令和４年６月１日 

 

３ 設置する理由 

児童生徒一人一人が、社会参加と自立に必要な能力を身に付け、可能性を伸ばし、生活

を豊かなものにするために、保護者や地域住民等が奈良県立二階堂養護学校の運営に参画

し、「あかるく なかよく たくましい」児童生徒を育成することを目的とする。 

 

４ 学校運営協議会会則案（別紙） 

 

５ 委員を委嘱、任命する者（予定） 

・保護者  ２名 

・地域住民 １名 

・学校の運営に資する活動を行う者 １名  

・対象学校の校長 １名 

・学識経験者 ２名 

 

以上 ７名 
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奈良県立二階堂養護学校 学校運営協議会会則 （案）

（趣旨）

第１条 この会則は、奈良県立学校運営協議会取扱要項第１２条の規定に基づき、奈良県立二階堂養

護学校運営協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目的）

第２条 協議会は、児童生徒一人一人が、社会参加と自立に必要な能力を身に付け、可能性を伸ばし、

生活を豊かなものにするために、保護者や地域住民等が奈良県立二階堂養護学校（以下「学校」とい

う。）の運営に参画し、「あかるく なかよく たくましい」児童生徒の育成を目的として設置する。

（基本的な方針の承認）

第３条 協議会は、第２条の目的を達成するために、次の各号に掲げる事項について承認を行うもの

とする。

（１）学校の教育課程の編成に関すること

（２）学校の経営計画に関すること

（３）学校の組織編成に関すること

（４）学校の予算執行に関すること

（５）学校と地域の連携・協働に関すること

（６）その他、校長が必要と認める事項

（意見の申し出）

第４条 協議会は、本校の運営に関する事項について、教育委員会に意見を述べることができる。

（組織）

第５条 奈良県立二階堂養護学校長（以下「校長」という。）は、以下に掲げる者のうちから適任であ

ると認める者を教育委員会に十人以内で推薦する。ただし、第１号から第３号に掲げる者については、

必ず推薦を行う者に含めなければならない。

（１）保護者

（２）地域住民

（３）学校の運営に資する活動を行う者

（４）対象学校の校長

（５）対象学校の教職員

（６）学識経験者

（７）関係行政機関の職員

（８）その他教育委員会が適当と認める者

２ 委員の任期は１年以内とし、再任を妨げない。ただし、当該委員が欠けた場合における補欠委員

の任期については、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）

第６条 協議会には会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。

（会議）

第７条 協議会の会議は、会長が招集する。

（部会）

第８条 協議会における議論を深めることを目的として、必要に応じて部会を設置する。

（会議の公開）

第９条 協議会の会議は、特別の事情により協議会が必要と認めた場合を除き、公開する。

（委員以外の出席）

第 10条 校長は必要があると認めるときは、協議会に関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。

（児童生徒の意見反映）
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第 11条 協議会は定期的に児童生徒の意見を把握する機会を設け、その意見を学校の運営に反映させ

るように努める。

（守秘義務等）

第 12条 委員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。

（学校運営に関する評価）

第 13条 協議会は、毎年一回以上、本校の運営状況等について評価を行うものとする。

（学校運営に関する情報提供）

第 14条 協議会は、本校の運営及び当該運営への必要な支援に関する協議の結果に関する情報を積極

的に提供するよう努めなければならない。

（庶務）

第 15条 協議会の事務局は学校に設置し、協議会の開催や資料作成を行う。

（その他）

第 16条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項についてはその都度協議する。

附則

この会則は、令和４年６月１日から施行する。



 奈良県立高等養護学校 学校運営協議会の設置について（案） 

 

１ 設置する学校 

   奈良県立高等養護学校 

                                            

２ 設置日 

   令和４年６月１日 

 

３ 設置する理由 

生徒により良い教育や環境を提供するため、保護者や地域住民等が奈良県立高等養護学

校の運営に参画することを通じて、「キャリア教育を推進し、生徒の社会自立を図る」をテ

ーマに地域と共にある学校づくりを進めることを目的とする。 

 

４ 学校運営協議会会則案（別紙） 

 

５ 委員を委嘱、任命する者（予定） 

・保護者  １名 

・地域住民 １名 

・学校の運営に資する活動を行う者 ６名  

・対象学校の校長 １名 

・学識経験者 １名 

 

以上 １０名 

 



 

高等養護学校 学校運営協議会会則（案） 

 

（趣旨） 

第1条 この会則は、奈良県立学校学校運営協議会取扱要項第12条の規定に基づき、奈良県立高等養護学校

学校運営協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 本協議会は、生徒により良い教育や環境を提供するため、保護者や地域住民等が奈良県立高等養護学

校（以下「学校」という。）の運営に参画することを通じて、「キャリア教育を推進し、生徒の社会自立を図

る」をテーマに地域と共にある学校づくりを進めることを目的として設置する。 

 

（基本的な方針の承認） 

第３条 奈良県立高等養護学校長（以下「校長」という。）は、第２条の目的を達成するために、次の各号に掲げる

事項について毎年度基本的な方針を作成し、協議会の承認を得るものとする。 

（１）学校の教育課程の編成に関すること 

（２）学校の経営計画に関すること 

（３）学校の組織編成に関すること 

（４）学校の予算執行に関すること 

（５）その他、校長が必要と認める事項 

 

（意見の申し出） 

第４条 協議会は、本校の運営に関する事項について、奈良県教育委員会（以下「教育委員会」という。）に対し

て、意見を述べることができる。 

 

（組織） 

第５条 校長は、以下に掲げる者のうちから適任であると認める者を教育委員会に十人以内で推薦する。ただ

し、第１号から第３号に掲げる者については、必ず推薦を行う者に含めなければならない。 

（１）保護者 

（２）地域住民 

（３）学校の運営に資する活動を行う者 

（４）対象学校の校長 

（５）対象学校の教職員 

（６）学識経験者 

（７）関係行政機関の職員 

（８）その他教育委員会が適当と認める者 

２ 委員の任期は１年以内とし、再任を妨げない。ただし、当該委員が欠けた場合における補欠委員の任期につ

いては、前任者の残任期間とする。  

 

 



（会長及び副会長） 

第６条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選出する。 

 

（会議） 

第７条 協議会の会議は、会長が招集する。 

 

（部会） 

第８条 協議会における議論を深めることを目的として、必要に応じて部会を設置する。 

 

（会議の公開） 

第９条 協議会の会議は、特別の事情により協議会が必要と認めた場合を除き、公開する。 

 

（委員以外の出席） 

第10条 校長は必要があると認める時は、協議会に関係者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 

（生徒の意見反映） 

第１１条 協議会は定期的に生徒の意見を把握する機会を設け、その意見を学校の運営に反映させるように努

める。 

 

（守秘義務等） 

第１２条 委員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

 

（学校運営等に関する評価） 

第１３条 協議会は、毎年度１回以上、学校の運営状況等について評価を行うものとする。 

 

（学校運営に関する情報提供） 

第１４条 協議会は、本校の運営及び当該運営への必要な支援に関する協議の結果に関する情報を積極的に提

供するように努めなければならない。 

 

（庶務） 

第１５条 協議会の事務局は学校に設置し、協議会の開催や資料作成等を行う。 

 

（その他） 

第１６条 この会則に定めるもののほか、協議会に必要な事項については、その都度協議する。 

 

附則 

この会則は、令和４年６月１日から施行する。  

 

 

 


